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	学校教育スローガンに、また１歩近づいた！
校　長　　丹後　靖史
　５月２５日（土）に行った体育参観では、ご来賓と多数の家族のみなさまにご観覧・ご協力いただき、ありがとうございました。子ども達の真剣に取り組む姿から、改めて子ども達のエネルギーやひたむきさを実感された方も多いかと思います。
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　各ご家庭では、お子さんにどのような声かけをしていただいたでしょうか。１年生は、小学校初めての体育参観、６年生は最後の体育参観。子ども一人ひとりの体育参観に向けての思いや努力に寄り添った声かけをしていただいたことと思います。
　例えば、一見当たり前のように思える「練習や体育参観当日に全力を出し切る」という目標をたてた子が、そのために体調管理に気をつけ、規則正しい生活習慣を守れたなら、そのことを大いに褒めたいです。確実に今後に活かせます。体育参観を通し、また一つ、全員が集団として本校教育スローガンである「みんなちがっていい　自分で決める　違いを対話で分かり合う」に近づきました。子ども達は着実に成長しています。
　なお、体育参観の実施にあたっては、ＰＴＡの役員及び学級委員の方々に、重要な係を担っていただきました。ありがとうございました。加えて、多くの方が平岡音頭に参加していただいたことにも感謝申し上げます。
〇１学期も後半になります

　６月からは１学期後半です。体育参観を通して身につけたことや頑張った経験（自信）をもとに、新たな目標をしっかりと定めて取り組む時です。自信は成長のエンジンになります。具体的な目標を設定して着実に取り組みましょう。新たな挑戦の開始です。定期的に振り返る（成果と課題）中で、自主的に修正を加えながら、取り組みましょう。
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　身につけたと言えば、学校生活をスタートしたばかりの１年生は、「着替えの時は服をたたむ」「人の話をしっかり聞く」「時間を守った生活をする」など、学校生活の基本が身についてきました。給食当番も6年生の補助を受けながら自分たちでできています。２年生は、１年生の先輩として、３・４年生は、いつも元気で、そして、５・６年生は、学校のリーダーとして頼もしい存在になってきています。
　最後に、本校の学校教育目標を実現するために、授業では「当事者意識を育てる授業」「児童の参加度の高い授業」を推進します。
○毎月1回「平岡読書デー」
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　近年、子どもだけでなく、大人も含めて「活字離れ」が進んでいます。私は電車通勤をしていますが、車内でも圧倒的にスマホを操作・閲覧している人のほうが多いです。そういった現状もあり、本校でも一昨年度より「平岡読書デー」を設定しています。「4月23日」は「子ども読書の日」です。子どもの読書活動についての関心と理解を深
校のアンケートでも学年が上がるにつれて、就寝時刻が遅くなる傾向があります。 

★脳の発達
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　睡眠時、脳は記憶の整理をします。子どもの脳には毎日新鮮な知識や情報が入ってきます。それを整理し、脳を発達させていきます。したがって、しっかり睡眠をとらないと、学習の内容も整理されにくくなります。大人の睡眠にはよく「質の良い睡眠を」と言われますが、子どもの睡眠は通常、深くて長いという特徴を持ち、一度寝つけば自然と質の良い睡眠はとれていると言われています。長く睡眠をとることにより、体を成長させるノンレム睡眠と脳を発達させるレム睡眠を繰り返し成長します。そのため、睡眠時間が短いと体と脳の成長に良くありません。
★体の発達
　日中動きまわったり走りまわったりして、疲れた体を休め
るのに睡眠は必要です。体を成長させるには筋肉をつけるために動くことも大事ですが、十分休んで体力を蓄えることも大事なことです。成長ホルモンも、眠った3時間後くらいのノンレム睡眠になった際に分泌されると言います。もし頻繁に起きてしまうようであれば注意が必要です。
★睡眠不足になると

　子どもが睡眠不足になってしまうと、思考力・記憶力が働かずに日中ぼーっとしてしまったり、体のだるさが抜けずにひきこもりがちになってしまったり、ストレスが溜まりやすくなってイライラしキレやすくなったり、うつ病になったりする可能性が高くなります。

★睡眠をとらせるために
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子どもが十分な睡眠をとるために大切なことは、体内時計を作ることです。朝起きて陽を浴び、決まった時間の食事や就寝時間を心がけましょう。また、眠る時は明るさに気をつけます。部屋が明るいと睡眠を誘導するメラトニンの分泌量が減ってしまい、寝つきが悪くなったり寝ている間も深い眠りにつけなかったりしてしまうためです。子どもが健やかに育つよう、良い睡眠をとらせるようにしましょう。
　なお、最近はスマホなどの利用で刺激的な情報に接する機会が増えたため、睡眠時間が減る傾向も指摘されています。
　加えて、スマホの活用時間が長くなるほど依存性が強まります。脳が刺激されるので、脳内化学物質ドーパミンが分泌されるからだそうです。そのためにも、親子でスマホ利用の約束を今一度しっかりしておいてください。よろしくお願いします。　
〇子どもが間違った行いをした時の指導について
　みなさん、お子さんがけんかやいじめ、忘れ物、嘘つきなど悪い行いをした時にどのように対応されていますか。うちは悪いことをしたときは諭すや反省するまで叱る、罰を与えて○○をさせないなど、ご自身のお子さんが二度と悪い行いや人に迷惑をかけることなどしないように様々な対応をされていると思います。
さて、最近脳科学の視点からの子育てのあり方についての書籍を読みましたが、まず、叱る程度にもよりますが、基本的に叱ることは逆効果だそうです。叱られた記憶は感情とともにいつまでも鮮明に残り、なかなか「あの時叱ってくれたおかげで、今の自分がある」という肯定的にとらえる場合は極めて少ないようです。感情記憶を伴うエピソード記憶ほど脳内に保存されるようです。叱られることによる恐怖を回避する対応として、叱られた行いをやめるという効果はあるかもしれませんが、大人の指導としてはすべきではありません。
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人はだれかから強く叱られたり、怒鳴られたりすると、言われたことはほとんど覚えていない一方で、叱られた事実とその時感じたショック、恐怖感、怒り、不安感、恥ずかしさといった情報は強烈に記憶にとどめます。これも一種の人間の防衛反応であり、自分にとって有害な人物、危険な人物、敵対する人物は鮮明に記憶として残りやすいのです。
子どもにあることを教える手段として子どもが恐怖を感じるレベルの指導をしているとしたら、本質的に伝えたいことが伝わっていないだけでなく、意図していないことが子どもの脳に刷り込まれている可能性が非常に高

	め、積極的に読書活動を行う意欲を高めるために、「子どもの読書活動の推進に関する法律」で「子ども読書の日」と定められました。

　この日を設定したわけは、「ロミオとジュリエット」や「ハムレット」の著者シェイクスピアと「ドン・キホーテ」の著者セルバンテスの命日であり、また、ユネスコが「世界・本と著作権の日」と宣言していることなどにちなんだからです。
　そこで、本校でも読書推進のため、毎月２３日を「平岡読書デー」と定めています。読書は心と頭の栄養です。日常では味わえない疑似体験や感動を運んでくれます。ご協力のほど宜しくお願いします。
　もちろん子どもだけでもよいのですが、もし余裕がおありであれば、食事の後などに短時間で結構ですので、ご家族で読書に取り組んでみてはいかがでしょうか。読書の良いところを３つに絞ってお話しします。

　①　たくさんの言葉がわかるようになり、
　　賢くなる。

　②　比較したり、関連付けたりして、考え
　　る力がつき、相手が納得する話し方が上手
になる。

　③　伝記を読むと、偉い人が成功した方法を知ることができ、真似や追体験をすることで、成功に近づける。例えば、大リーグで活躍したイチローや歴史上の人物であるマザーテレサ、ナイチンゲールなど。全ての偉人の人生を実際に経験することはできないが、読書の世界において、体験できる。
　このようにして、多くの人の成功体験を知ることができる。
　現在全国的に読書離れが進んでいます。スマホなどにかける時間が増えてはいないでしょうか。子どもたち自身の自律的な時間の管理能力を高めるためにも、読書時間の有効活用をお勧めします。

　【６月の主な行事予定】
５日(水)　教職員研修のため4時間授業(下校13:00)
１１日(火)　緊急下校指導　
１７日(月)　水泳開始
１９日(水)　教職員研修のため4時間授業(下校13:00)
２３日(日)　平岡読書デー
２７日(木)　なかよしウォークラリー
※　５日は全堺市立小学校教員の研修会が教
科部会ごとに開催されます。そのため、短
縮４時間授業としています。今後、１０・１１・１・２月にも予定されています。
　【７月の主な行事予定】
　３日(水)　小中一斉登校指導
９～１２日　個人懇談(13:30下校)
１２日(金)　堺市学童集団下痢症を忘れない日
８・１６・１７日　４時間授業(13:30下校)
１８日(木)　給食終了　大掃除(13:45下校)
１９日(金)　終業式(11:40下校)　 
２２日(月)  夏季休業開始

２３日(火)　平岡読書デー　　　　裏面もご覧ください
〇睡眠のすすめ
　睡眠は人間にとってとても大切なものです。大人にとっても大切なも
のですが、特に育ち盛りの子どもには十分な睡眠が必要になります。本
いようです。
では、どのように指導すればよいのでしょうか。本校では、児童の心理的安全性を確保した上で、以下のような「3つの言葉がけ」によって子ども本人に自己決定を促すように支援をすることを基本としています。
この３つの言葉がけとは、
どうしたの？（何か困ったことはあるの）

子どもの置かれている状態を言語化してもらいます。メタ認知に必要な自分の内面に意識を向ける訓練にもなる言葉であると同時に、子どもが何をしても頭ごなしに叱らないことがポイントです。

君はどうしたいの？（これからどうしようと考えているの）

子どもの意思を確認します。自分の置かれた状態を解決するための方法を頭の中で考えてもらうためのきっかけ作りです。

何を支援してほしいの？（先生は何か支援できる事はあるか）

問題解決の手助けをします。実際には大人から選択肢を与えられる形になることが多いですが、どんな支援を受けるのか、もしくはそもそも手助けを受けないのかを判断するのは、子どもです。同時に、教員がサポートする意思を表明することで、子どもも先生は味方であると認識するようになり、それがさらなる心理的安全性に寄与します。

三つの言葉がけを教師が繰り返すことで、結果的に子どもはひたすら自己決定をするしかない環境に置かれることになります。教師が口や手を過剰に出すことなく、常に子どもに自己決定の機会を与えていくと自己肯定感が高まり、自ずと自信と主体性がついてきます。なぜなら、自己肯定感とは「自分は自分のままでいいんだ」という自分にOKを出す感覚だからです。自己決定させることはどんなに小さなことでも構いません。その際には、失敗しても叱られないという心理的安全性の担保が大変重要です。安心感がないと、子どもは失敗を恐れて挑戦することを控えてしまいます。
自己決定力を育てるためにも、失敗しても大丈夫な学校を子どもともにつくりたいと考えています。　
〇金融・金銭教育研究会を開催します
　昨年度から２年間かけて金融・金銭教育を推進する研究校に指定されています。小学校では金銭教育に注力します。その目的ですが、次のように書かれています。
金融教育は、お金や金融の様々な働きを理解し、それを通じて自分の暮らしや社会について深く考え、自分の生き方や価値観を磨きながら、より豊かな生活やよりよい社会づくりに向けて、主体的に行動できる態度を養う教育です。
子どもたちが自分の生活や社会について考え、生き方や価値観を練り上げることは教育全体の大きなテーマです。したがって、それを実現するための方法も多様であり、ひとり金融教育だけがそれを担うものではありません。
しかしながら、お金を手がかりに授業を進めることによって、子どもたちは生活や社会にかかわる知識や物事をより具体的に把握し、理解することができます。
また、課題の発見や解決に取り組む上でも、問題をより身近なものとしてとらえ、他人事ではなく自分の問題として、現実に即し、自分なりに工夫し、判断し、行動する力を養うことができます。こう言った点については、本校がめざす「自律する子どもの育成」と重なります。
このように、金融教育は子どもたちに、現実に足場を置いてしっかり考える基礎力を付け、たくましく生きる力を養わせる上で大きな利点をもっています。（金融庁のＨＰから抜粋と修正の上、記載）
私たちが普段使っているお金について、その仕組みや役割について関心を持ち、暮らしが豊かになるように、研究を推進し、授業として実現していきたいと考えています。
さて、現在研究会の申請中ですが、１１月中に、本校において、金銭教育研究会（公開授業）の開催を予定しています。昨年度も金銭教育の授業に取り組みましたが、どの児童も当事者意識をもって意欲的に取り組みました。新しい発見であり、児童が当事者意識を持つ授業の条件についてヒントを得たように思います。今年度は本格的に金銭教育の研究と実践を推進してまいります。お知りおきください。
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多様性を認め合い、自分で考え、判断し、決定し、行動できる子どもの育成


～自律と対話を通して～








平岡通信痛心








《みんなちがっていい　自分で決める　違いを対話で分かり合う》








